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小島隆生, 植松高史, 岸田悠吾, 齋藤 清. 脳底動脈閉塞の合併が疑われた椎骨動脈高度狭窄の1例. 脳血管内
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小島隆生, 岸田悠吾, 新帯一憲, 齋藤 清. 顔面静脈穿刺にて経静脈的塞栓術を行った海綿静脈洞部硬膜動静脈

瘻. 第33回NPO法人日本脳神経血管内治療学会学術総会; 20171123; 東京. 
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